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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

（１） ヒラメの栽培漁業の事業化に向けた効率的な種苗の大量輸送・放流手法確立  

 ・大量の陸上輸送時の収容密度及び酸素供給量は80㎏/m3 、2リットル/分 が最適である｡  

 ・このことに加え、空気通気を併用すると、水槽内部の海水が充分に攪拌され輸送タンクの隅々まで酸素

が供給され、輸送の成績は飛躍的に安定した。 

 ・夏期の高温時の輸送には、厚手のビニール袋ごとに凍らせた氷を投入することにより水温上昇を抑制す

る効果が働き、輸送種苗の活力低下が防止できる。 

（２） ヒラメ種苗放流効果の判定。 

 ・ヒラメ稚魚の餌となるアミ類の季節別分布量を調査したが、６～７月に水深５ ～１０ｍ海域の浅い海域に

多く分布しており、この時期の放流が効果的である。 

 ・平成６・７年に天然ヒラメの大量発生が確認されたが、それぞれの翌年には、天然、放流ヒラメとも、成長

の遅れが見られ、放流効果を低下させる1要因と考えられた。 

 ・天然ヒラメの発生状況は、発生年の８～１１月に単位時間当たりの0歳魚漁獲尾数を調査することにより、

翌年に1歳魚として漁獲加入する量を概ね予測できる。 

 

２ 期待される効果 

・平成５年より実施している全長30㎝未満の漁獲規制（小型ヒラメの資源管理）の効果を判断するための材

料となりうる｡ 

・平成８年から実施しているヒラメ人工種苗放流（栽培漁業）をより効果的に行うための材料となる｡また、今

後行われるヒラメ以外の魚類栽培漁業の事業化に応用することも想定される｡ 

 

３ 適用範囲 

・ヒラメを漁獲対象とし、人工種苗を放流している漁業者全般 

 

４ 普及上の留意点 

・放流の際は、稚魚のストレスを軽減させるためのソフトな放流に心がけること。 

 

Ⅱ 具体的データ等 

 

 



 

 

Ⅲ その他 
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